
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開通区間の概要 

◎平成２１年９月１２日、山元ＩＣ～亘理ＩＣ間（１１．５ｋｍ）が開通します。 
・常磐自動車道の未開通区間約８２ｋｍのうち１１．５ｋｍが開通し、残る約７０ｋｍの早期開通

が期待されています。 
・山元ＩＣ～亘理ＩＣ間は、常磐自動車道としては宮城県内で初めての開通となり、仙台東部道

路と接続する事により、宮城県南部、福島県北部から仙台圏へのアクセスが向上します。 

○ 車 線 数    ：２車線 

○ 設計速度    ：１００ｋｍ/ｈｒ 

○ 道路規格    ：第１種第２級Ｂ 

○ 事業の経緯   

                

                

平成  3 年 12 月 20 日 基本計画 
平成  8 年 12 月 27 日 整備計画 
平成 10 年  4 月  8 日 施行命令 
平成 13 年  3 月 22 日 工事着手 

○ 車 線 数    ：２車線 

○ 設計速度    ：１００ｋｍ/ｈｒ 

○ 道路規格    ：第１種第２級Ｂ 

○ 事業の経緯   

                

                

平成  3 年 12 月 20 日 基本計画 
平成  8 年 12 月 27 日 整備計画 
平成 10 年  4 月  8 日 施行命令 
平成 13 年  3 月 22 日 工事着手 
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亘理ＩＣ 

山元ＩＣ 

新地ＩＣ(仮称) 

常磐富岡ＩＣ 

相馬ＩＣ(仮称) 

原町ＩＣ(仮称) 

浪江ＩＣ(仮称) 

IC   

【今回開通区間】 

山元 IC～亘理 IC（11.5ｋｍ） 

【建設中区間】 

相馬 IC～山元 IC（23.3ｋｍ） 

平成 26 年度開通予定

【建設中区間】 

常磐富岡 IC～相馬 IC（47.0km）

平成 23 年度開通予定



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆東北地域の高規格道路網が強化されます。 

・首都圏と仙台圏を結び、東北道、磐越道、北関東道と共にラダー型のダブルネットワークを形成します。 
・都市間交流の拡大・活性化、企業誘致・地域産業の支援・発展に寄与します。 

・国道６号の渋滞緩和、東北道の事故・災害・異常気象発生時の代替機能を果たします。               

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆高速バスの利用により首都圏が身近になり、地域交流の拡大・活性化が期待されます。 
・高速道路整備に合わせ、沿線都市間を結ぶ高速バス路線が多数開設され利用者が増加し 

ています。常磐自動車道を利用した高速バスの運行は、東京、仙台、主要都市との交流活性 

化に寄与するものと期待されます。 

常磐自動車道の整備効果① 

◎常磐自動車道は、関東地方と東北地方南部の太平洋沿いの主要都市を結び、産業、経済、

文化の発展、物流の効率化に資する路線であり、東北道及び磐越道とのネットワーク化により

大きな整備効果が図られ、東北道の事故・災害時の代替機能、更には医療の高度化などを

支援する上で早期整備が望まれています。 
高速道路網ネットワークの形成は、高い信頼を地域に与え、暮らしを支えるライフラインとして

期待されています。 

（現在） いわき～仙台間 磐越道－東北道ルート 

  ２時間４５分 （４往復/日） 

（将来） いわき～仙台間 常磐道ルート 

  ２時間１２分 （３３分短縮）  

※ラダー（英 ladder） 
：はしごの意味



  

 

 

 

◆企業誘致、地域産業の支援・発展に寄与します。 
・常磐自動車道沿線地域には多くの工業団地の整備が進んでいます。 

 常磐自動車道の延伸により、工業団地と高速道路のアクセスが向上し、企業誘致や工場立地の

増加が期待されます。これに伴い、雇用機会の増加が図られ、地域産業の支援・活性化が期待

されます。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆地域の救急医療環境が改善されます。 

 
 
 
 
 

常磐自動車道の整備効果② 

 

 

亘理ＩＣ 

山元ＩＣ 

新地ＩＣ(仮称) 

常磐富岡ＩＣ 

相馬ＩＣ(仮称) 

原町ＩＣ(仮称) 

浪江ＩＣ(仮称) 

槻木工業団地 

山元中央工業団地 

相馬中核工業団地（西地区） 

相馬中核工業団地（東地区） 

相馬南第二工業団地 

原町南工業団地 

浪江南工業団地 

双葉工業団地 

大熊東工業団地 

・福島県相双地域における第三次医療施設ま

での搬送時間が短縮され、救急医療環境が

改善されることから、日常生活での安心・安全

が高まることが期待されます。 

相馬市 ⇒ いわき市立磐城総合共立病院 
        約３０分短縮（約１２０⇒約９０分）

浪江町 ⇒ いわき市立磐城総合共立病院 
        約１０分短縮（約８０⇒約７０分） 

相双地域

（三次医療施設）



  

 

 
 
 
 
 
 
◆山元町中心地（役場）から仙台市内までの旅行時間の短縮 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※山元町役場から仙台市中心街へ移動する場合は、一般道のみで移動した場合と比較して、旅行時間

は約２２分短縮することとなります。 
 
◆宮城県南地域から第三次救急医療施設までの搬送時間の短縮 

丸森町から仙台市内の第三次救急医療施設への患者の搬送時間は、現在より約８分短縮さ

れ、1時間以内の搬送が可能になりました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山元ＩＣ～亘理ＩＣ間の整備効果① 
◎宮城県南部から仙台市内までの旅行時間が短縮されます。 
・今回の開通により、山元町から仙台市内への旅行時間が１１分短縮されます。 
・第三次救急医療施設への搬送時間が短縮され、地域の医療環境が向上します。 
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① 開通前 ・・・・・・・・・・・ 約 64分

② 開通後 ・・・・・・・・・・・ 約 56分

（仙
台
市
立
病
院
） 
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                      ※国道６号の交通障害の状況 

・左図は、国道６号の区間別の平均旅行速度を

現したものである。山元町から岩沼市方面に向

かって平均旅行速度が低下している。 

（国土交通省：Ｈ17 年度データ） 

山元ＩＣ～亘理ＩＣ間の整備効果② 
◎一般道路の交通混雑の緩和が期待されます。 
・国道６号の交通が常磐道に転換することで、亘理市街地の朝夕の通勤等による慢性的な渋

滞の緩和が期待されます。 
・今回、新設される山元ＩＣは国道６号線に近接することにより、仙台都市圏における高速道路

の利便性が向上します。 
    

②

① 

③

【開通区間】 

山元 IC～亘理 IC

亘理ＩＣ 

山元ＩＣ 

亘理町逢隈付近の状況 

国道６号の混雑時平均旅行速度（H17データ）

25.5

38.9
42.1
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国道 6号阿武隈橋付近の状況



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
             
 
 
    

 
 
   自動車から出る窒素酸化物（NOｘ）、浮遊粒子状物質（SPM）、二酸化炭素（CO2）の排出量は、自動車の走

行速度と大きな関わりがあります。高速道路の走行は、速度の向上により様々な大気汚染物質の排出量が減少し、

地球環境の保全に貢献できることになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山元ＩＣ～亘理ＩＣ間の整備効果③ 
◎CO2 が年間 9万トン削減されるなど沿線環境が大きく改善されます。 

・国道６号線等の交通が高速道路に転換し、走行速度が上がることにより、CO2、NOｘ、SPM の

排出量が削減され、沿線地域の環境が改善されます。 

CO2（二酸化炭素） 

 CO2 を年間 約９．２千トン削減 

 （森林の CO2 吸収量は、1ｈa 当り１０．６トン/年に相当） 

NOｘ（窒素酸化物） 

 NOｘを年間 約７トン削減 
  

※東京ドーム面積4.68ha として計算

注） CO2 の削減値などは、走行速度の上昇、走行経路の変更によって削減値を一定の仮定のもとで試算した概算値

東京ドーム約１９０個分の広さ

の森林に相当します。 

どうして高速道路が整備されると CO2 などが削減されるの？ 

 

SPM（浮遊粒子状物質） 

SPM を年間 約 0.7 トン削減 
  

 
自動車から出る NOx（窒素酸化物）、SPM（浮遊粒子状物質）及び CO2（二酸化炭素）の排出

量は、自動車の走行速度と大きな関わりがあります。高速道路での走行は速度の向上により様々

な大気汚染物質の排出量が減少し、地球環境の保全に貢献します。 

※ 国土交通省HP より 

平均走行速度(ｋｍ/ｈ) 

 
平均走行速度(ｋｍ/ｈ)

 
平均走行速度(ｋｍ/ｈ) 

 

ＮｏＸ排出量(ｇ/ｋｍ) ＣＯ2排出量(ｇ-ＣＯ2/ｋｍ) ＳＰＭ排出量(ｇ/ｋｍ) 

◎年間約５６億円の経済効果が発生！ 

・周辺道路の交通量が高速道路へ転換され、走行時間や交通事故などの減少等により大きな

便益が生まれます。 

 

 

注） 便益額は、「費用分析マニュアル」（平成 20年 11月国土交通省）により算定 

走行時間短縮便益 
走行時間短縮による効果 
約４７億円／年 

約５６億円／年の経済効果が期待されます 

交通事故減少便益 走行経費減少便益 
走行経費減少による効果 

約７億円／年 
交通事故減少による効果 

約２億円／年 

（出典：国土交通省ＨＰ）

上記値は「H42 年度における推計値」 

※上記値は「H42 年度における推計値」



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山元ＩＣ～亘理ＩＣ間の整備効果④ 
◎仙台近郊の観光地・商用地までのアクセスが向上します。 
・宮城県南部・福島県北部からの仙台近郊の「観光地」「商用地」へのアクセスが向上し、利用

者の増加が見込まれます。また、東北自動車道とのネットワークの形成により、工業団地の企

業誘致及び物流の効率化が図られます。 

 

■名取エアリ 

■仙台市内イベント 

■仙台城址 

■泉プレミアム・アウトレット 

光のページェント 

定禅寺ストリートジャズフェスティバル

写真提供：宮城県観光課 
宮城県土地開発公社 

■松島 

■三井アウトレットパーク仙台港 

■仙台港 

■仙台空港 

■八重垣神社 

■岩沼矢野目工業団地 
 

■第二仙台北部中核工業団地 
 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山元ＩＣ～亘理ＩＣ間の環境保全への取組み① 
◎新エネルギーの活用による道路作りに取り組みました。 
・社会実験※1 として、山元ＩＣの盛土のり面を利用した太陽光発電設備を導入し、山元ＩＣ料金

所で必要な電力の一部として使用します。（100ｋｗ規模 パネル面積 750㎡） 

・電力会社と連系することにより、発電電力を無駄なく活用します。 

 
山元ＩＣ 

至 亘理ＩＣ 

太陽光パネル 

至 国道 6号

盛土のり面に太陽光

パネルを設置 

【電力会社との連系】 
太陽光発電は、太陽の出ている日中、特に日の高い正午ごろに発電量がピークとなりますが、夜間の日

照がない場合はもちろん、雨天時などの日照が確保されない場合には、発電電力が少なくなります。 
これら太陽光発電の特徴を踏まえ、電力会社と連系することによって、晴天時の日中に使用する消費電

気量より多く発電された電力は、電力会社の配電線に供給し、夜間など消費電力が不足する際には、電力

会社の配電線から供給を受けることとします。この需給調整により発電した電力を無駄なく活用できるように

します。 
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【太陽光発電における発電量と消費電力との関係】 

《太陽光パネル設置イメージ》 

※１：平成 21年度補正予算として実施される「低炭素革命」の一環として実施する社会実験 

【山元 IC 太陽光発電設備】 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【盛土のり面の樹林化】                     【樹木チップを使用した防草対策】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 【発生材（防護柵）の再利用】            
 
 
 
 
 
 

山元ＩＣ～亘理ＩＣ間の環境保全への取組み② 
◎自然・地球環境に配慮した道路作りに取り組みました。 
・全線の盛土のり面を早期に樹林化することで、地球温暖化防止に貢献します。 
・他工事で発生した樹木をチップ化して、盛土のり尻部の防草対策に有効利用しました。 
・他工事で発生した防護柵（ガードレール）を亜鉛メッキ処理し再利用しました。（12.2ｋｍ） 

再メッキガードレール 


